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目的・ねらい 平成 22 年 12 月に「自転車のまち推進計画」を策定し、だれもが、安全で快適に楽

しく自転車が利用できるとともに、ひとや環境にやさしい自転車でつながるまち

「自転車のまち宇都宮」の実現を目指しています。 
概 要 【自転車利用の交通安全・利用マナー向上】 

○交通安全教室 
 子どもから高齢者まで、各世代に応じた交通安全教室を実施しています。 
・子ども自転車免許事業（小学４年生対象） 
・スケアードストレイト方式による交通安全教室（中学生・高校生対象） 
・宇都宮ブリッツェン(※)と連携した自転車安全利用教室（中学生・高校生対象） 
・民間企業と連携した自転車安全利用教室（中学生・高校生対象） 
・自転車の正しい走行位置や保険加入・ヘルメット着用促進などを説明する交通安

全教育の実施（中学１年生・高校１年生対象） 
・高齢者自転車免許事業 

(※)本市を活動拠点とする地域密着型プロサイクルロードレースチーム 

○自転車利用者に対する街頭指導の実施 
 警察や地域、学校と連携しながら、自転車通行量の多い交差点や自転車走行空間の整備

路線において、自転車利用者に直接安全利用を呼び掛ける街頭指導を実施しています。 
○「自転車安全利用応援店」認定事業 
 ヘルメットを着用している自転車利用者に対し、商品の割引など独自のサービスを

提供する店舗を「自転車安全利用応援店」として認定（市内３店舗）しています。 
○自転車ヘルメット利用推進員事業 
 自転車利用時の積極的なヘルメット着用により、自らモデルとなって、その有用性

を広く市民に周知するとともに、交通ルールの遵守に努め市民の模範となってもらう

者を任命しています。 
○自転車販売店との連携 
 市内の自転車販売店に保険加入・ヘルメット着用促進などを盛り込んだチラシを置

き，顧客等に配布しています。 
【サイクリングルートの設定，自転車マップの作成】 

 市内の観光スポットなどをテーマに沿って自転車で巡るサイクリングルート（市内

版）や、本市から市外の観光スポットなどを広域的に周遊できるサイクリングルート

（広域版）を掲載した自転車マップをそれぞれ作成し、サイクルイベントやスポーツ

バイクに関するセミナー、スポーツバイクのレンタルなどを行う「宮サイクルステー

ション」、観光案内所など来街者の多い施設で配布しています。 

体 制 【自転車の交通安全・利用マナー向上】市民まちづくり部生活安心課 
【サイクリングルートの設定，自転車マップの作成】建設部道路建設課 
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これまでの成果 
 
 

【自転車利用の交通安全・利用マナー向上】 

 本市の自転車事故の発生件数は減少傾向にあり、平成２９年は平成元年以降では最

小値でした。 
【サイクリングルートの設定、自転車マップの作成】 
○市内版 
・「宮サイクルステーション」などの主要施設を発着点とし、中心市街地や郊外地の観

光スポットなどをテーマに沿って巡る 14 本のルートを設定しました。 
・観光スポットや飲食店、サイクリングルートなどをインターネットで閲覧できるよ

う、「宇都宮まちかど情報マップ」に掲載しました。 
○広域版 
・本市を発着点とし、鹿沼市、日光市及び塩谷町の観光スポットなどを巡る約100キロメー

トルに及ぶ３本のルートを「宇都宮ブリッツェン」監修の下、設定しました。 
・サイクリングルートをインターネットでも閲覧できるよう、無料で閲覧できるサイ

ト「ルートラボ」に掲載しています。 
今後の課題と 
展望 
 

【自転車利用の交通安全・利用マナー向上】 

 引き続き、全ての自転車利用者に対し、交通ルール遵守の徹底やマナー向上に向け

た交通安全教育を推進します。 
【サイクリングルートの設定，自転車マップの作成】 
 自転車の利用拡大や観光誘客を図るために市内外の観光地を巡る魅力的な周遊ルー

トを設定していくとともに、自転車マップやインターネットなどを活用して広く周知

します。 
団体からの 

メッセージ 
 本市は、全国に先がけて自転車を生かしたまちづくりを進めてきたので、引き

続き日常的な移動手段としての自転車利用だけでなく、レジャーやスポーツなど

余暇活動においても自転車が利用できるよう、ハードとソフト事業の両面から総

合的な環境づくりに努め、全国に誇れる「自転車のまち」を目指します。 

 


